
＜宿泊学習の際の感染症対策について＞             嘉田生崎小学校 

 

 

 

 

 

 児童・保護者 担任・引率者 

宿泊学習前 ・日々の健康管理・感染症防止に努める 

・宿泊学習実施２週間前（５/25）より、土日を含む全日について健康状態報告フォーム

に健康状態等を入力する。 

登校前 ・検温と健康観察結果を 7：15までに 

入力する。 

・7：15 に健康状態報告フォームで健康状態と 

出欠を確認する。（坪松） 

※入力されていない児童の家庭に電話で連絡 

 する。（坪松） 

学校集合時

出発前 

・検温、健康観察を受ける。 

・登校時に手指消毒をする。 

 

・登校した順に手指消毒と検温、健康観察を実

施する。（金田：検温、武田：消毒） 

※３７℃以上の発熱や風邪の症状など体調が

悪い児童については参加を検討し、場合に

よっては保護者の迎えを要請する。（教頭）       

※ハンカチ・マスクを忘れてしまった児童がい

ないか確認をする。（坪松） 

出発時 ・乗車前に手指消毒をし、バスに乗る。 ・乗車前に手指消毒をする。（金田） 

バス乗車中 

（帰校時も

同様） 

 

・バスの座席は窓際のみとし、座席の

移動をしない。 

・大きな声で会話をしない。 

・バスの座席を指定する。（教頭・武田） 

・大きな声で会話をしないよう指導する。  

（教頭・武田） 

・移動中は DVD 等を用意する。（藤田） 

◆自然の家 

○入所時 

・入所前に検温、健康観察をする。 

・手指消毒をして施設に入る。 

・入所前に検温、健康観察をする。（金田） 

・手指消毒をして施設に入る。（武田） 

○野外炊飯 

調理は炊飯

のみ。レト

ルトカレー

を使用。 

・開始前に身だしなみを整える。 

・健康観察の確認、手洗い、手指消毒を

する。 

・作業中もまめに手洗いをする。 

 

・開始前に身だしなみ、健康観察、手洗い、手

指消毒の確認をする。（金田：検温、武田：消

毒）      

・密にならないように、安全に配慮しつつ活動

を進める。 

感染症対策を常に意識して行動する。 

・手洗いと手指消毒をこまめに実施  ・むやみに物を触らない 

・体調が悪いときはすぐに知らせる  ・人混みになる場所には近づかない など 

 →健康状態を確認し，状況により保護者に連絡し，迎えを要請する。 



 児童 担任・引率者 

○野外炊飯 

食器は使い

捨ての物を

使用。 

・対面にならないように座る。 

・マスクをはずし、各自で小袋に入れ

口を結び密閉する。アルコールで手

指消毒をする。 

・話をしないで食事をする。 

・食事が済んだら、新しいマスクを付

ける。 

・片付け終了後、手洗いをする。 

・対面にならないように席を指定する。 

・食前に手洗い、手指消毒をする。（金田） 

・マスクの処理をする。（金田） 

（各自で小袋にマスクを入れて口を結び密閉

した袋を回収する。） 

・マスクの処理後に、ワンショットプラス（ア

ルコール）で手指消毒をさせる。 

・黙食をさせる。 

・密にならないように、食事の準備や後片付け

をさせる。 

・活動終了後、使用した物と活動場所の除菌を

する。（坪松） 

○ミニオリ

エンテーリ

ング 

※雨天時は

コスモビン

ゴゲーム 

・活動前後に手洗い、手指消毒をする。 

・必ずマスク着用して活動する。 

・相談をするときに児童同士近づきす

ぎないよう注意する。 

◇雨天時 

・コスモビンゴゲームをする。 

・活動前後に手洗い、手指消毒、マスク着用の

指導をする。（坪松・金田） 

・ゴールに到着した児童から順に検温と健康観

察をする。（金田） 

◇雨天時 

・コスモビンゴゲームをする。 

○食事 

夕食：食堂 

朝食：食堂 

 

 

 

 

 

・新しいマスクを持参する。 

・手洗いと手指消毒をする。 

（食事係を優先にする。） 

・向かい合わせにならないよう、両隣

１ｍ程度あけて座る。 

・各自、おかずののったトレーをとり 

ご飯と汁物は先生から受け取る。 

・マスクをはずし、各自で小袋に入れ

口を結び密閉する。アルコールで手

指消毒をする。 

・話をしないで食事をする。 

・おかずの交換等はしない。 

・食事が済んだら、新しいマスクを付

ける。 

・食事の後片付けも、順番に各自行う。 

※朝食時も同様に実施する。 

・使用前後にテーブルの除菌する。（坪松） 

・児童の手洗いと手指消毒を行う。（金田） 

 

・児童の座席を指定する。（坪松） 

・ご飯と汁物を配膳する。（坪松・武田） 

・マスクの処理をする。（金田） 

（各自で小袋にマスクを入れて口を結び密閉

した袋を回収する。） 

・マスクの処理後に、ワンショットプラス（ア

ルコール）で手指消毒をさせる。 

・食事の後片付けを、密にならないように注意 

する。順番に各自行わせる。 

※引率者の後片付けも、順番に各自行う。 

  

 

 



児童 担任・引率者 

○キャンド 

ルサービス 

 

・入室時に手指消毒をする。 

・間隔を１ｍ程度あけて並ぶ。 

・他の児童と近づきすぎないよう意識

してレクリエーションに参加する。 

・終了後、手を洗ってから部屋に戻る。 

・入室時に手指消毒をする。（金田） 

・換気をするため、窓とドアを開放する。 

・児童が近づきすぎないよう指導する。（藤田） 

・終了後、室内の除菌をする。（武田） 

・児童に手を洗うよう、指示をする。 

○部屋での

過ごし方 

・1部屋５人までとする。 

・別の部屋には入らない。 

・入室するときは、手を洗い、手指消毒

を行う。 

・マスクは着用する。 

・歯みがきや洗顔時は、水道を 1 つ空

けて使用する。 

・部屋ごとに消毒液を用意する。 

・マスクは着用したまま活動する。 

・密にならないよう部屋の過ごし方について指

導する。（藤田・金田） 

・定期的に部屋を見回る。（引率者） 

・水道で密にならないよう声をかける。        

（引率者） 

○入浴 ・少人数で入浴する。 

・脱衣所への入室・退室時に手指消毒

をする。 

・着替えと一緒に新しいマスクを持っ

て行く。 

・ロッカーとシャワーは指定された場

所を使用する。 

・脱衣時にマスクを外し、入浴後は新

しいマスクを着用する。 

・児童が脱衣所への入退室する時に手指消毒を

する。（男子：坪松 女子：金田） 

 

・ロッカーとシャワーを指定する。 

（直前の児童が使用した場所と重ならない  

ようにする。） 

・脱衣時にマスクを回収する。（藤田・金田） 

・児童が近づきすぎないよう指導する。 

・次のグループとの間に 30 分程度換気をする。 

○就寝時 

○起床時 

・歯みがきや洗顔時は、水道を１つ空

けて使用する。 

・就寝前と起床時に検温と健康観察を

する。 

・就寝時は１ｍ間隔を開け、間に荷物

を置く。※別枠図１参照 

・起床時に新しいマスクに変える。 

・寝具類は、指定されたように片付け

る。 

・寝具係は、シーツと枕カバーをリネ

ン室にもどす。 

・密にならないような部屋での過ごし方につい

て指導する。（藤田） 

・定期的に各部屋を見回る。（引率者） 

・水道で密にならないように声をかける。 

（藤田・金田） 

・就寝前と起床時に検温、健康観察をする。起

床時には、マスクの回収をする。（金田） 

・寝具類は、指定されたように片付ける。 

・寝具係は、シーツと枕カバーをリネン室にも

どす。 

退所時 ・荷物をまとめた順に検温、健康観察

を受ける。 

・バス乗車時に手指消毒をする。 

・検温、健康観察をする。（金田） 

・バス乗車時に手指消毒をする。（武田） 



 児童 担任・引率者 

ミュージア

ムパーク 

○食事 

昼食：みどり

の広場 

雨天時はセ

ミナーハウ

ス 

 

・手洗いと手指消毒をする。 

・向かい合わせにならないよう、両隣

１ｍ程度あけて座る。 

・レジャーシートを使用する際は 必

ず、自分のシートを使用する。 

・マスクをはずし、各自で小袋に入れ、

口を結び密閉する。アルコールで手

指消毒をする。 

・話をしないで食事をする。 

・食事が済んだら、新しいマスクを付

ける。 

・活動班で、他の利用客と距離をとっ

て見学する。 

・見学後、トイレと手洗いを済ませ、集

合する。 

※トイレを使用しなくても必ず手を洗

う。 

・バス乗車時に検温、手指消毒をする。 

・室内の場合、使用前後にテーブルの除菌をす

る。（武田） 

・児童の手洗いと手指消毒を行う。（金田） 

・児童の座席を指定する。（藤田） 

・マスクの処理をする。（金田） 

（各自で小袋にマスクを入れ、口を結び、密閉

した物を回収する。） 

・昼食時はワンショットプラス（アルコール）

を配り、手指消毒の様子を確認する。（金田） 

 

 

・児童同士や他の利用客と距離をとって活動班

で見学をする。（引率者） 

・見学後、児童をトイレに誘導し、手洗いを確

認する。（男子：教頭 女子：金田） 

・集合場所で確認（藤田）周辺確認（武田） 

・バス乗車時に検温、手指消毒をする。   

（金田：検温、武田：消毒） 

※共同で使用するので、部屋に消毒薬を設置し手指消毒を徹底する。 

※ウイルスの多くは口から入るので、こまめに水分補給をする。 

※お風呂は、30分程度換気をしてから、次のグループが入る。 

 

○マスク交換のタイミング 

１日目 

  ①昼食時 ②夕食時 ③入浴時  

２日目 

  ①起床時 ②昼食時 

 

 

図１ 布団の敷き方 

 

 

 

 

 

 

マスク交換のしかた 

１．マスクを外し顔に触れている面を内側にし、４つに折りたたむ。 

２．配られた小さなビニール袋に入れ、口を固く結ぶ。 

３．ビニール袋を回収袋に入れる。 

４．手指消毒をして食事を始める。 

荷物 荷物 

荷物 



○児童の体調が悪くなった場合の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○感染症対策のための準備物 

 ・体温計（非接触体温計：２台 腋下用：３本） 

 ・手指消毒用アルコール消毒液（スプレーボトル：２本 引率者用ミニボトル：４本） 

 ・ワンショットプラス（アルコール綿） 120 枚 

 ・予備用マスク １箱（不織布マスク） 

 ・マスク回収用ビニール袋 小：2５枚×４回分＝100 枚（予備も含め 100 枚）  大：５枚 

 ・ペーパータオル ３つ 

 ・除菌用アルコール消毒液   ・除菌用クロス   ・ビニール手袋（１箱） ・養生テープ 

藤田・坪松・武田

内田 

37.5℃以上の発熱等 

宿泊学習の継続不可 

保護者に迎えを要請 

（教頭または藤田） 

保護者に状況を連絡 

（教頭または藤田） 

発熱なし 

経過観察 

 

教頭 

体調不良者 

を確認 
金田 

検温 

・ 

体調確認 

＜体調不良の児童の待機場所＞ 

少年自然の家   ：空き部屋（保健室）で待機する。（金田） 

ミュージアムパーク：屋外のベンチ等で座って待機する。（金田） 


